






Webをサイト改善をする時の主な手順と参考事例

1.仮設立て 2.データチェック 3.改善施策考案 4.効果検証

成果が出ないのは、アク
セス数が少ないからで

はないか

問い合わせフォームが
使いづらいからではな

いか

ナビゲーションが使い
づらいのではないか

ツールによって、SNS か
らの流入が少ないことが

判明

ツールによって、離脱率
が高いことが判明

ツールによって、1訪問
あたりの開覧ページ数
が少ないことが判明

SNS からサイト流入を
増やすために、定期投

稿を実施

問い合わせフォームの
入力項目が多すぎるた

め減らす

訪問者にわかりやすい
メニューに変更

SNS 経由での流入数
やフォロワー数、投稿へ
の反応を確認

離脱率の変化を確認、
変化がなければ別案を

再考する

開覧ページ数の変化を
確認、伸びていない場
合は別の要因を探す

ウェブサイト改善の参考事例

事例１

事例2

事例3

STEP 1
各ページの役割を

踏まえながら仮説を立てる

STEP 2
Google Analyticsなどの

解析ツールでデータを見る

STEP 3
原因がデータで推定

できたら改善施策を考える

STEP4
1週間～1ヶ月後に

改善の効果検証を行う

ウェブサイトを改善するときの主な手順

Q&A









Webページの売上をサクッと上げる5つのテクWebページの売上をサクッと上げる5つのテク
From：山田光彦（クリエイティブ・ディレクター）

・ページの言葉を数文字変えただけで売上が2.5倍に…
・見た目をちょっと変えたら、1.3倍の売上に
・価格を上げたのに、ほぼ売れ行きが変わらない…
　
彼らがやったWebページのテスト結果の一部です。
　こういったテストをしていたいつも感じることは、ほんのちょっとしたことで、売上ってめちゃくちゃ変わるんだな、ということ。
年間数億という広告費を注ぎ込みながら、色々テストをしているので、結果が蓄積されてきています。
なので、今日はwebページの売上を上げるための簡単に実践できるテクニックを5つ紹介します。

①ヘッドライン　（キャッチコピー）
ヘッドラインは本文の５倍読まれる。By　デヴィッド・オグルヴィ（現代広告の父）オグルヴィがこう言っているように、
ヘッドラインは商品を売るページでとても重要なポイントの１つ。
実際、最初に書きましたが、ヘッドラインを変えただけで、ページの成約率が2.5倍になったこともあります。ちなみに、成約率と
いうのは、そのページに来てくれた人が商品を買ってくれる確率のこと。100アクセスで2件売れれば成約率2%って感じですね。
なので、ページの成約率が2.5倍になれば、同じアクセス数がくれば売上は2.5倍になるわけです。

本題に戻ると、ヘッドラインを大きく変えると、ほぼ間違いなく、成約率が大きく変わるので、ヘッドラインを改善できれば、売上
がサクッと上がります。

②購入ボタン
もしかしたら、これが一番簡単に売上を上げるポイントかもしれません。
一番重要なポイントは、どこに購入ボタンがあるのか？すぐにわかるようにすること。
最近は減ってきましたが、昔、僕があるページで商品を買おうと思った時、購入ボタンがすぐに見つからなかったことがあった
んです。
少し探して見つからなかったので、面倒になったので、そのページではなくAmazonで買った、ということが何度かあるんです。

そこまで行かなくても、パッと見ただけで購入ボタンがどこにあるかわからないと、成約率が下がる傾向があります。
他にも、購入ボタンの上に「購入する」などの文字が書かれていると思いますが、ここを「割引で手に入れる」などの別の文字に
するだけで結構、成約率が変わってきます。
購入ボタンは商品を買う人が絶対に見るポイントなので、ここはしっかりおさえておきたいポイントです。

③商品画像（商品写真）
Webで商品を買う時には、実際の商品を手に取って確認することはできません。
なので、お客さんは買うものを「商品画像・商品写真」のみで判断することになります。なので、特に物販では、商品画像を買っ
ていると言っても言い過ぎではない状況なんです。
実際、メルカリなどで、商品画像を変えたら、落札額が1.5倍になったというような話がよくありますよね。

僕らも本の表紙のデザインに結構こだわっているんですが、、、その理由の１つがこれです。

④文字の大きさ、種類
少し細かい話のように感じるかもしれませんが、 文字の大きさを変えたら成約率が30%上がったということもあるので、バカ
にできないポイントです。

文字が小さすぎて読みにくいというのが、一番危険な間違いなので、年配の方がお客さんに多い場合には、大きめのフォント
を使ったほうがいいでしょう。

文字の大きさはどれぐらいがいいか？
文字の種類はどうするのが良いかというと、一番簡単なのは、自分のお客さんがよく見ているWebページと同じフォントにする
という方法。お客さんもいつもの文字と同じなら、読みにくいということは起きないですから。

⑤セールスビデオにする
これは、サクッと売上を上げるって感じではないですが、その分、効果もデカい方法です。
やっぱり、お客さんはネットで文字を読むよりも、ビデオを見ることが多くなっているので、そこに合わせていくことで売上を伸
ばしていきやすいですね。

僕らもWebページにセールスビデオがある確率が年々上がってきています。なので、ビデオを使っていない場合は、ビデオを
作ってみると、かなり大きく売上が上がる可能性がある方法ですね。ということで、Webページの売上をサクッと上げる5つの
テクをご紹介しました。セールスビデオ以外はサクッとできることばかりなので、サクッと気軽にやってみてください。

※この記事は、下記のメールマガジン
からの記事の一部を紹介しております。

https://www.instagram.com/p/C57-KS0
vw_X/?igsh=MXBxOWpxcGxlejZibA==


